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 (1) クチコミと価値共創 
消費者が独自のニーズのために製品を改良したり、メーカーの意図とは異なる
製品利用をしたりする行為は、ユーザーイノベーションとして知られている（Von 



































は首都圏の大学 2 年生を対象に Web 上のアンケート調査を行い、映画を視聴し







ニーとなった（2018 年度エミー賞でNetflix 社が最多 112 部門にノミネート）と
いう実績から推し量れる。 
 
 (2) CMC と炎上 
オンラインのコミュニケーションにおける炎上の問題は、インターネットの普

































としても、この行動を観察した 2 番目の人が「A 店が優れているからA 店を選ん























































 (2) データ 
マーケティングのクチコミの研究対象として、濱岡・里村（2009）など映画作
品を扱った研究が多いことを踏まえて、映画の鑑賞サイトについて研究する。美
★ ★ ★ ★ ★★ ☆ ☆ ☆ ☆
評価
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評価の集団極性化 ⇒ コメント増加度数 
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ている。評価得点は☆１個から 5 個の 5 段階評価で、各映画の評価平均が表示さ
れる。データ収集の結果、2006 年 7 月 22 日から 2018 年 2 月 4 日までの間に投











 (1) 映画評価の特徴 
Web クローリングで収集した大規模データの概要を把握するために、図表 3 に
月間のクチコミの書き込み件数の推移を時系列グラフで示した。2014 年頃まで
は月間のクチコミ件数が1,000件に満たないが、それ以降は増加傾向を増し、2017
年 8 月には 6,000 件を超えている。過去 3 年間は 12 月に減少して夏季に増える
季節周期が顕著となり、季節性のある増加トレンドにある。 
 














































































































1 作品当たりのレビュー数で作品を降順に並べ、上位 100 作品のレビューを抽
出すると、そのレビュー総数は 45,233 件であった。53,605 作品中の 100 作品
（0.19%）に全体のレビューの 18.3%が該当している。各作品のレビュー数の範
囲は 290 件から 1,874 件である。各作品について評価（1 点から 5 点）の分布の
平均値と標準偏差を求め、図表 5 に評価平均を横軸、標準偏差を縦軸の座標とし
て 100 作品をプロットした。相関係数は-0.68 となり、評価のばらつきが大きい
作品の評価が低くなる傾向が見られた。 
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ー数の多い上位 100 作品を対象に回帰分析する。上位 200 作品を抽出条件として

















図表 6 レビュー評価についての相関係数 
 評価の 
標準偏差 評価の平均 共感数 コメント数 
評価の標準偏差 1.00 -0.68 0.62 0.60 
評価の平均 -0.68 1.00 -0.13 -0.15 
共感数 0.62 -0.13 1.00 0.76 
コメント数 0.60 -0.15 0.76 1.00 
（出所）筆者作成 
 
図表 7 は、レビュー数の多い上位 100 作品をサンプルとして、コメント数を目
的変数、評価平均と標準偏差と共感数を説明変数とする回帰モデルの分析結果で
ある。回帰係数はすべて 5％水準で有意であるが、評価平均の回帰係数の p 値は
約 3%と説明力が高くない。また、コメント数と評価の平均との相関がマイナス
であるのに回帰係数はプラスと符合が逆転している。自由度調整済み決定係数は







図表 7 コメント数を説明する回帰モデルの分析結果 
 回帰係数 標準誤差 t 値 p 値  
切片 -0.061 0.021 -2.89 0.47% ** 
評価の標準偏差 0.037 0.011 3.47 0.08% *** 
評価の平均 0.008 0.003 2.20 3.05% * 
共感数 0.068 0.012 5.72 0.00% *** 
決定係数 0.6211 自由度調整済み決定係数 0.6126 





























 (2) コメント数の外れ値 
本研究の関心は、クチコミのレビュー評価における集団極性化にある。図表 9
に評価の分散が大きい作品の上位 10 作品をまとめた。図表 8 の箱ひげ図で見た
























図表 9 評価の分散上位 10 位 






1 打ち上げ花火、下から見るか？横から見るか？（2017） 512 2.50 1.56 
2 スター・ウォーズ 最後のジェダイ（2017） 828 3.18 1.41 
3 進撃の巨人 ATTACK ON TITAN（2015） 476 2.56 1.38 
4 風立ちぬ（2013） 454 3.57 1.34 
5 スター・ウォーズ フォースの覚醒（2015） 837 3.66 1.31 
6 シン・ゴジラ（2016） 1,401 3.76 1.29 
7 関ヶ原（2017） 316 2.88 1.27 
8 デスノート Light up the NEW world（2016） 322 2.45 1.26 
9 銀魂（2017） 437 3.52 1.26 





多い上位 100 作品である。回帰係数はすべて 1％水準で有意となり、決定係数は
0.6508、自由度調整済み決定係数は 0.6399 となった。回帰式によりコメント数
の変動の約 65%を説明している。 




図表 10 共感数を説明する回帰モデルの分析結果 
 回帰係数 標準誤差 t 値 p 値  
切片 -0.549 0.154 -3.58 0.06% *** 
評価の標準偏差 0.344 0.076 4.55 0.00% *** 
評価の平均 0.080 0.025 3.18 0.20% ** 
コメント数 3.753 0.656 5.72 0.00% *** 
決定係数 0.6508 自由度調整済み決定係数 0.6399 
F 統計量 59.63（自由度 3,96、p 値 0.1%以下） 
（出所）筆者作成 
 
図表 11 に共感数を目的変数とした回帰分析の残差の箱ひげ図を示す。図表 8
で残差がマイナスに外れた 3 作品、忍びの国（2017）、昼顔（2017）、帝一の國
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